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市 報

佐賀県百人一首大会
（1月10日開催）

会場には「はい！」という元気な声が響きました。



　
定
住
自
立
圏
構
想
と
は
、総
務
省
が
全
国

的
な
見
地
か
ら
推
進
し
て
い
る
施
策
で
す
。

　
地
方
圏
に
お
い
て
、安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
地
域
を
つ
く
り
、三
大
都

市
圏
（
東
京
圏
、名
古
屋
圏
お
よ
び
大
阪

圏
）
へ
の
人
口
流
出
を
食
い
止
め
る
と
と

も
に
、三
大
都
市
圏
の
住
民
に
も
そ
れ
ぞ

れ
の
生
活
の
場
や
生
活
の
仕
方
に
応
じ
た

居
住
の
選
択
肢
を
提
供
し
、地
方
圏
へ
の

人
の
流
れ
を
創
出
す
る
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、「
集
約
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」の
考
え
方
に
基
づ
き
ま
す
。

　
形
成
し
た
圏
域
ご
と
に
、商
業
や
医
療
、

各
種
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
な
ど
「
都
市
機

能
」
を
充
実
し
、圏
域
全
体
の
生
活
を
受

け
止
め
る
地
域
と
、食
料
生
産
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
な
ど
「
生
活
機
能
」
を

充
実
し
、農
林
水
産
業
の
振
興
や
豊
か
な

自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
地
域
に
機
能
を

分
担
（
集
約
）
し
ま
す
。そ
し
て
、そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
が
連
携
・
協
力
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

す
る
こ
と
に
よ
り
、圏
域
全
体
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

　
定
住
自
立
圏
形
成
の
方
針
を
策
定
す
る

前
に
、市
で
は
平
成
21
年
９
月
８
日
に
「
定

住
自
立
圏
中
心
市
宣
言
」を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、国
が
定
め
た
定
住
自
立
圏
構

想
推
進
要
綱
に
基
づ
く
も
の
で
す
。本
市

の
場
合
は
、合
併
後
の
広
域
化
し
た
市
域

を
定
住
自
立
圏
域
と
し
て
形
成
す
る
こ
と

を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

　「
唐
津
市
定
住
自
立
圏
形
成
方
針
」
は
、

中
心
市
宣
言
を
行
っ
た
唐
津
市
に
お
い

て
、人
口
定
住
化
の
た
め
に
必
要
な
都
市

機
能
と
生
活
機
能
の
確
保
に
向
け
て
、

①
生
活
機
能
の
強
化

②
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

③
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化

の
３
つ
の
観
点
か
ら
、連
携
・
機
能
分
担

す
る
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て

定
め
た
も
の
で
す
。

　
平
成
22
年
第
１
回
唐
津
市
議
会
定
例
会

の
議
決
を
経
て
策
定
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
な
か
、人
口
の
流
出
を
食
い
止
め
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
、「
定
住
自
立
圏
構
想
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
、そ
の
将
来
像
や
、具
体
的
な
取
り
組
み
を
示
し
た
「
唐
津
市
定
住

自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、地
域
の
関
係
者
や
学
識
経
験
者
な
ど
を
メ
ン

バ
ー
と
す
る
「
唐
津
市
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
」
を
４
回
開

生活機能

～農林水産業の振興
　　豊かな自然環境の保全～

・食料生産
・地域コミュニティ
　の形成　など

都市機能

～圏域全体の生活を
　　　　　　受け止める～

・商業
・医療
・各種生活関連
　サービス　など

・生活機能の強化
・結びつきやネットワークの強化
・圏域マネジメント能力の強化

～相互連携・機能分担～

定住自立圏のイメージ

人
が
躍
動
し
、互
い
が
支
え
あ
い
、地
域
が
誇
り
を
持
ち
、

　
　
来
訪
者
を
魅
了
す
る
交
流
と
定
住
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

唐
津
市
定
住
自
立
圏

定
住
自
立
圏
構
想
と
は

定
住
自
立
圏
形
成
の
方
針
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定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、当

該
定
住
自
立
圏
の
将
来
像
と
定
住
自
立
圏

形
成
方
針
に
基
づ
き
積
極
的
に
取
り
組
む

政
策
を
記
載
し
た
も
の
で
す
。

　「
唐
津
市
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」

（
以
下
、「
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
い
う
）
は
、

圏
域
の
将
来
像
を
「
人
が
躍
動
し
、互
い
が

支
え
あ
い
、地
域
が
誇
り
を
持
ち
、来
訪
者

を
魅
了
す
る
交
流
と
定
住
自
立
の
ま
ち
」

と
し
、昨
年
12
月
13
日
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
と
く
に
推
進
す
る
政
策
・
事
業
と
し
て
、

医
療
や
福
祉
、地
域
公
共
交
通
な
ど
12
分

野
に
お
い
て
68
事
業
（
補
助
金
含
む
）
を
設

定
。そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
で
、各
分
野
に
お
け

る
課
題
解
決
の
た
め
の
目
的
や
戦
略
、事

業
概
要
、実
施
に
よ
っ
て
見
込
ま
れ
る
成

果
、事
業
費
の
見
込
額
、地
域
間
の
役
割
分

担
な
ど
を
具
体
的
に
示
し
て
い
ま
す
。

　
各
施
策
・
事
業
の
期
間
は
平
成
26
年
度

ま
で
の
５
年
間
で
、毎
年
度
、必
要
な
変
更

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
よ
り
、
ビ

ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
事
業
の
推
進
に
対
し

て
、国
の
特
別
交
付
税
措
置
が
講
じ
ら
れ

る
ほ
か
、さ
ま
ざ
ま
な
財
政
上
の
優
遇
措

置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

催
し
た
ほ
か
、地
域
審
議
会
で
の
説
明
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

に
よ
り
、地
域
が
抱
え
る
課
題
や
問
題
、共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
に
つ
い

て
、い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
詳
し
い
内
容
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、企
画
政
策

課
お
よ
び
各
支
所
総
務
教
育
課
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
　
企
画
政
策
課（
☎
７
２
‐
９
１
１
５
）

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
ま
し
た

市
の
将
来
を
描
く
ビ
ジ
ョ
ン

道路などの交通イン
フラの整備

定住自立圏共生ビジョンの体系
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第７回  唐津市政功労者表彰

受賞おめでとうございます
　第７回唐津市政功労者表彰式を、１月４日（火）、市役所本庁で開催しました。これは、唐津市政功労者

表彰条例に基づき、多年にわたり政治、経済、文化、社会その他の分野において尽力され、市の発展に貢

献された皆さんを顕彰するものです。今回の表彰では、17人が受賞されました。

副
市
長
　
吉よ

し 

田だ 

勝か
つ 

利と
し

教
育
長
　
大お

お 

塚つ
か 

　
稔

み
の
る

市
　
長
　
坂さ

か 

井い 

俊と
し 

之ゆ
き

議
　
長
　
進し

ん 

藤と
う 

健け
ん 

介す
け

消
　
防小こ

松ま
つ

　
倉く

ら

満み
つ

さ
ん

（
厳
木
町
浪
瀬
）

地
方
自
治白し

ら

石い
し

　
正ま

さ

朝と
も

さ
ん

（
藤
崎
通
）

交
通
安
全天あ

ま 

利り 

　
豐

み
の
る

さ
ん

（
石
志
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興

今い
ま

泉い
ず
み

　
三み

つ

生お

さ
ん

（
浜
玉
町
浜
崎
）

地
方
自
治山や

ま

田だ

　
し
げ

雄お

さ
ん

（
西
唐
津
２
丁
目
）

文
化
振
興久く

満ま

　
鈴す

ず

子こ

さ
ん

（
呼
子
町
呼
子
）

農
林
水
産

小お

笠が
さ

原わ
ら

　
敏と

し

行ゆ
き

さ
ん

（
厳
木
町
浪
瀬
）

保
護
司

戸と

川が
わ

　
ヒ
サ
子
さ
ん

（
厳
木
町
広
瀬
）

人
権
擁
護岸き

し

本も
と

　
照て

る

子こ

さ
ん

（
肥
前
町
田
野
）

地
方
自
治平ひ

ら

野の

　
潤

じ
ゅ
ん

二じ

さ
ん

（
北
波
多
大
杉
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興

横よ
こ

山や
ま

　
秀ひ

で

俊と
し

さ
ん

（
佐
志
）

保
護
司末す

え

永な
が

　
康や

す

生お

さ
ん

（
二
タ
子
３
丁
目
）

地
域
振
興

故 

九く

鬼き

　
章あ

き

人ひ
と

さ
ん

（
本
町
）

寄
　
附

十
四
代

中な
か

里ざ
と

太た

ろ

う

え

も

ん

郎
右
衛
門
さ
ん

（
町
田
５
丁
目
）

欠席
寄附

村
むら

上
かみ

　礼
れい

子
こ

さん
（横浜市西区）

村
むら

上
かみ

　克
まさる

さん
（横浜市金沢区）

村
むら

上
かみ

　建
たけし

さん
（埼玉県上尾市）

　
市
と
㈳
唐
津
建
設
業
協
会
、唐

津
防
災
対
策
協
議
会
、市
管
工
業

協
同
組
合
、水
心
会
、市
浄
化
槽

Ｐ
Ｆ
Ｉ
㈱
の
５
団
体
は
、災
害
が

発
生
あ
る
い
は
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
、
情
報
収
集
や
道

路
・
水
道
管
な
ど
被
災
か
所
の

応
急
対
策
を
行
う
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　
各
団
体
で
は
、こ
れ
ま
で
も
自

主
的
に
災
害
時
の
応
急
工
事
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、協
定
の
締

結
で
市
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
、

よ
り
迅
速
に
実
施
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
　
防
災
課

（
☎
７
２
‐
９
２
６
０
）

災
害
時
の
応
急
対
策

で
建
設
業
な
ど
５
団

体
と
協
定
を
締
結

▲�協定書を取り交わす坂井市長(右から４
番目)と各団体代表の皆さん

4市報からつ　平成23年２月号

唐津市政功労者表彰・災害時応急対策の協定締結



唐津市ホームページ　http://www.city.karatsu.lg.jp

12
月
市
議
会

定
例
会
か
ら

　
12
月
市
議
会
定
例
会
は
、12
月

１
日
か
ら
12
月
22
日
ま
で
22
日

間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
で
は
、
一
般
会

計
補
正
予
算
と
し
て
14
億
５
，

２
８
３
万
５
千
円
の
補
正
額
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
予

算
額
は
、臨
時
議
会
（
昨
年
11
月

30
日
に
開
催
）
で
可
決
さ
れ
た

補
正
額
17
万
円
と
合
わ
せ
て
、

６
３
１
億
３
，３
４
４
万
４
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
　
財
政
課

（
☎
７
２
‐
９
１
６
０
）

現計予算額

616億8,060万9千円

12月補正額

14億5,283万5千円

12月補正後予算額

631億3,344万4千円

平成22年度
一般会計の予算規模

　地域医療再生計画に基づく地
域医療センターエリア構想を推
進するもの。

　生活保護世帯および市・県民
税非課税世帯に対し、新型インフ
ルエンザワクチン接種費用を助
成し、感染の予防に努めるもの。

　国の補助事業縮小に伴い、一部
の事業を見直し、県の単独補助事
業として実施するため、予算の組
み替えを行うもの。

　地域の振興に寄与する設備投
資を行う民間事業に対し、無利子
融資を行うもの。
･貸 付 先　社会福祉法人 健寿会
･対象事業　特別養護老人ホーム
 ちぐさの改築事業

　早稲田佐賀中学・高校の寮用
地の第２期分として、唐津総合庁
舎の土地・建物を佐賀県から購
入するもの。

　子宮頸がん予防ワクチン、ヒブ
（インフルエンザ菌ｂ型）ワクチ
ン、小児用肺炎球菌ワクチンの接
種費用を助成し、疾病の予防に努
めるもの。

　中山間地域等直接支払制度の
第３期対策開始に伴う交付金交
付要件の緩和などにより追加す
るもの。

　唐津市過疎地域自立促進計画
に定める過疎地域自立促進特別
事業（ソフト事業）の財源として、
基金へ積み立てるもの。

　任期満了に伴う県知事・県議
会議員選挙執行経費のうち、今年
度の所要額を計上するもの。

　子育て家庭を支援するため、県
の基金を活用し、安心して外出で
きるよう公共施設４か所、民間施
設５か所に授乳室やベビーシー
トなどの整備を行うもの。

　今年３月の九州新幹線鹿児島
ルート全線開業に伴う記念イベ
ントに参加し、唐津の魅力を全国
に発信する観光キャンペーンを
行うもの。

地域医療センターエリア
構想推進費 97万4千円

早稲田佐賀中学･高校交流
推進費 1億2,325万円

予防接種費
1億2,955万3千円

中山間地域等直接支払事業費
 2,793万7千円

過疎地域自立促進基金
積立金 2億4,840万円

県知事・県議会議員選挙費
 2,930万9千円

地域子育て創生事業
ベビーシート等整備事業費
 244万2千円

九州新幹線鹿児島ルート
全線開業記念キャンペー
ン事業費 992万2千円

新型インフルエンザ予防
接種費 1,936万2千円

子牛共同育成管理施設建
設補助金(繰越明許費)

356万7千円

地域総合整備資金貸付金
1億4,000万円

新

新

新

新

新

拡

新 …新規事業 拡 …拡充事業

そのほか
・県営事業負担金（３事業）

1億6,851万3千円
・急傾斜地崩壊防止事業費
  (追加採択) 2,520万円
・大志小学校改築事業費
  (継続費初年度分)
 減額補正  2億3,018万2千円

追加経済対策・追加配分事業(繰越明許費)　7億8,180万円
※国の交付金の追加経済対策などに伴い、道路改良費や林道開設事業費などを追加計上。

◎社会資本整備総合交付金追加経済対策事業
3億4,000万円

　・馬川桑原中原線道路改良費

　・市道舗装補修工事費

　・市道法面防災対策工事費

◎道整備交付金追加配分事業　4億4,180万円
　・林道塩木線開設事業費

　・ 道路改良費（天川杉宇土線、下大谷線、馬谷線、浪瀬瀬戸

木場線、滝川桑原杉山線、丸田線、稗田行合野線）

　・道路維持改良費
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福
祉
基
金

・
た
ん
ぽ
ぽ
ホ
ー
ム
業
者
会

・
株
式
会
社
ヤ
マ
フ 

マ
リ
ン

セ
ン
タ
ー
お
さ
か
な
村

・
有
限
会
社
藤
巻
物
産

・
山
下
　
キ
ヨ
ミ

・
財
団
法
人
佐
賀
県
遺
族
会

・
青
年
の
日
実
行
委
員
会

・
堀
川
　
美
登
里

・
ぬ
く
も
い
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空
手
道
武
道
塾

・
唐
津
地
区
遊
技
業
組
合

・
茶
道
宗
徧
流
唐
津
支
部

・
白
ゆ
り
グ
ル
ー
プ

・
唐
津
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

・
吉
田
　
秀
子

ほ
か
匿
名
２
件

ふ
る
さ
と
寄
附
金
基
金

・
西
園
　
太

・
山
下
　
雄
平

・
辻
　
弘
範

・
内
山
　
守
太

・
小
形
　
康
善

・ 

唐
津
ぴ
～
ぷ
る
市
民
ゴ
ル
フ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
実
行
委
員
会

・
織
田
　
典
子

・
杉
本
　
茂
樹

・
杉
本
　
典
子

・
大
野
　
公
久

・
大
野
　
ま
ゆ
み

・
山
下
　
陽
子

・
株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
モ
リ
ナ
ガ

・
黒
岩
　
耕

・
松
尾
　
保
博

・
唐
津
う
ま
か
も
ん
市
場

・
居
酒
屋
む
ぎ

ほ
か
匿
名
10
件

文
化
基
金

・ 

社
団
法
人
茶
道
裏
千
家
淡
交

会
唐
津
支
部

み
な
と
ま
ち
づ
く
り
基
金

　
匿
名
１
件

　
今
年
も
ふ
る
さ
と
寄
附
金
を
は
じ
め
、多
く
の
個
人
や

団
体
、企
業
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
、各
種
基
金
に
い
た
だ

い
た
寄
附
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

こ
こ
ろ
温
ま
る
寄
附

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

詳しくは　選挙管理委員会事務局（☎72-9163）
　　　　　または各支所選挙管理委員会事務局分室

　立候補届出事務の説明会を開催します。
　立候補予定者は、ご出席ください。
と　き　２月17日（木）　午前10時30分～
ところ　市役所大会議室（本庁３階）
※全選挙区が対象

【立候補の受付（告示日）】
３月６日（日）　午前８時30分～午後５時

【受付場所】
・第１選挙区（唐津、北波多地区）
　  …選挙管理委員会事務局（本庁）
・第２選挙区（浜玉、七山地区）
　  …浜玉支所選挙管理委員会事務局分室
・第３選挙区（厳木、相知地区）
　  …相知支所選挙管理委員会事務局分室
・第４選挙区（肥前地区）
　  …肥前支所選挙管理委員会事務局分室
・第５選挙区（鎮西、呼子地区）
　  …鎮西支所選挙管理委員会事務局分室

農業委員立候補予定者の説明会を
開催します

立候補の受付(告示日)および受付場所

●投票日・時間
　３月13日（日）　午前７時～午後６時
●投票できる人
　平成22年３月31日確定の農業委員会委員選挙人名
簿に登録されている人で、投票日（３月13日）に選挙権
の資格要件を満たす人
●投票所
　有権者の皆さんに、投票日前日までに送付する入場
券に記載しています。
●期日前投票ができます
　期間：３月７日(月) ～３月12日(土)
　時間：午前８時30分～午後８時
　　・第１選挙区（唐津、北波多地区）
　　　　…選挙管理委員会事務局（本庁）
　　・第２選挙区（浜玉、七山地区）
　　　　…浜玉支所選挙管理委員会事務局分室
　　・第３選挙区（厳木、相知地区）
　　　　…相知支所選挙管理委員会事務局分室
　　・第４選挙区（肥前地区）
　　　　…肥前支所選挙管理委員会事務局分室
　　・第５選挙区（鎮西、呼子地区）
　　　　…鎮西支所選挙管理委員会事務局分室
※ 期日前投票は、選挙人の属する選挙区の投票所で
　のみ受け付けます。

唐津市農業委員会委員選挙
　投票日は３月13日（日）です

期
　
日
　
前
　
投
　
票
　
所 

6市報からつ　平成23年２月号

寄附・農業委員会委員選挙



【
注
意
点
】

・ 

平
成
22
年
以
前
に
交
付
さ
れ

た
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
人
は
申
請
不
要
で
す
。税
申

告
時
に
障
害
者
手
帳
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

控
除
が
適
用
さ
れ
る
と
市
・
県

民
税
お
よ
び
所
得
税
の
税
額

が
低
く
な
り
ま
す
が
、非
課
税

の
場
合
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

・ 

要
介
護
の
認
定
度
が
分
か
ら

な
い
と
き
は
、本
人
ま
た
は
家

族
の
人
が
高
齢
者
支
援
課
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　 （
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

詳
し
く
は

◎
寝
た
き
り
・
認
知
症
高
齢
者

　
高
齢
者
支
援
課

（
☎
７
０
‐
０
１
０
２
）

◎
障
害
の
あ
る
人

　
障
害
者
支
援
課

（
☎
７
２
‐
９
１
５
０
）

ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

人
も
、『
障
害
者
控
除
対
象
者
』と

認
定
さ
れ
た
場
合
、市
・
県
民
税

お
よ
び
所
得
税
の
税
法
上
の
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
障
害
者
控
除
の
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、寝
た
き

り
高
齢
者
・
認
知
症
高
齢
者
、ま

た
は
障
害
の
あ
る
高
齢
者
で
次

の
状
態
に
該
当
す
る
人
で
す
。

■ 

寝
た
き
り
高
齢
者
・
認
知
症

高
齢
者

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
お
り
、

要
介
護
認
定
時
の
調
査
票
お
よ

び
主
治
医
意
見
書
の
「
障
害
高
齢

者
の
日
常
生
活
自
立
度
」
が
Ｂ
以

上
ま
た
は
「
認
知
症
高
齢
者
の
日

常
生
活
自
立
度
」が
Ⅲ
以
上
の
人

■
障
害
の
あ
る
人

　
原
則
と
し
て
、
平
成
22
年
中

に
障
害
者
手
帳
の
交
付
申
請
を

し
、年
内
に
交
付
が
間
に
合
わ
な

か
っ
た
人

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

　
印
鑑
（
診
断
書
の
写
し
な
ど
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

後
期
高
齢
者
医
療 

健
康
診
査
の
受

診
期
限
は
２
月
末
ま
で
で
す

唐津市ホームページ　http://www.city.karatsu.lg.jp

【
受
診
の
手
続
き
】

① 

保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所

市
民
福
祉
課
で
、受
診
を
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
★ 

印
鑑
と
被
保
険
者
証
が
必

要
で
す
。

② 

窓
口
で
受
診
券
と
問
診
票
を

受
け
取
り
ま
す
。

③ 

医
療
機
関
へ
受
診
日
を
予
約

し
、健
康
診
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。受
診
結
果
が
後
日
通
知

さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
７
２
‐
９
１
２
３
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入

者
の
健
康
診
査
受
診
期
限
は
、２

月
28
日
（
月
）
ま
で
で
す
。ま
だ
受

診
し
て
い
な
い
人
は
、ぜ
ひ
受
診

を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
施
設
入
所
者
を
除
く
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
加
入
者
。

　
た
だ
し
、生
活
習
慣
病
で
治
療

中
の
人
は
、主
治
医
の
判
断
が
必

要
で
す
。

【
健
診
費
用
】

　
無
料(

た
だ
し
、
無
料
の
受
診

は
年
１
回
の
み
で
す)

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
お
よ

び
65
歳
以
上
の
一
部
の
人
は
、

調
査
員
証
を
携
帯
し
た
調
査
員

が
訪
問
し
ま
す
。そ
れ
以
外
の
人

は
、
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、記
入
の
う
え
返
信
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
調
査
期
限
】

　
２
月
28
日（
月
）ま
で

詳
し
く
は
　
高
齢
者
支
援
課

（
☎
７
２
‐
９
２
３
０
）

　
市
で
は
、第
５
期
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
の
た
め
、２
月
１
日

を
基
準
日
と
し
た
「
高
齢
者
要
望

等
実
態
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
65
歳
以
上

の
人
、在
宅
の
要
介
護
・
要
支
援

認
定
者
、介
護
保
険
施
設
入
所
者

【
調
査
方
法
】

　
調
査
は
抽
出
調
査
で
、在
宅
の

介
護
保
険
事
業
計
画
を
見
直
し
ま
す

高
齢
者
要
望
等
実
態
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
母
子
家
庭
や
寡
婦
の
生
活
の

安
定
と
そ
の
子
ど
も
の
福
祉
増

進
の
た
め
、子
ど
も
の
就
学
・
就

職
な
ど
で
必
要
な
資
金
の
貸
し

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
就
学
な
ど
資
金
の
種
類
】

●
就
学
支
度
資
金

　
小
・
中
・
高
等
学
校
ま
た
は

大
学
な
ど
に
子
ど
も
を
入
学
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
資
金

●
修
学
資
金

　
高
等
学
校
や
大
学
な
ど
に
子

ど
も
を
就
学
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
授
業
料
・
教
科
書
・
通
学

費
な
ど
の
資
金

●
就
職
支
度
資
金

　
子
ど
も
を
就
職
さ
せ
る
た
め

に
必
要
な
資
金

【
申
請
の
受
付
期
限
】

●
就
学
、就
職
支
度
資
金

　
３
月
10
日（
木
）ま
で

●
修
学
資
金

　
３
月
17
日（
木
）ま
で

詳
し
く
は
　
福
祉
課 

母
子
福
祉

係(

☎
５
３
‐
７
１
８
０) 

※ 

事
前
に
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※ 

貸
付
金
に
は
、技
能
習
得
資
金

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

母
子
・
寡
婦
福
祉
資

金
貸
付
金
の
申
請
を

受
付
中
で
す

高
齢
者
の
住
民
税
・
所
得
税
を
控
除

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
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【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

　
次
の
も
の
を
廃
棄
物
対
策
課

ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
窓

口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
・ 

購
入
時
の
領
収
書
（
レ
シ
ー

ト
不
可
。社
印
の
あ
る
も
の

に
限
り
ま
す
）

　
・
印
鑑（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

　
・
補
助
金
の
振
込
先
の
通
帳

詳
し
く
は
　
廃
棄
物
対
策
課

（
☎
７
２
‐
９
１
７
５
）

ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

☆ 

各
窓
口
で
「
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

の
使
い
方
の
コ
ツ
」
を
配
布
中

で
す
。

　
市
で
は
、コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
な

ど
生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
に

つ
い
て
、補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
家
庭
の
生
ご
み
を
減
ら

し
、肥
料
と
し
て
有
効
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、発
酵
剤
（
ぼ
か
し
）
な

ど
は
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

【
対
象
者
】

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、家
庭
用

生
ご
み
処
理
機
器
を
購
入
し
た

人【申
請
期
限
】

　
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
の

購
入
後
１
年
以
内

●
申
込
方
法
●

　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、「
世
帯
全
員
が
記
載

さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
」
と
「
世

帯
全
員
分
の
市
民
税
非
課
税
証

明
書
」
を
添
付
し
て
、総
務
省
の

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施

セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。（
申
込
書
は
、電
話
な
ど
で

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施

セ
ン
タ
ー
か
ら
取
り
寄
せ
る
か
、

広
報
公
聴
課
有
線
テ
レ
ビ
係
で

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
）

●
問
い
合
わ
せ
●

○
支
援
制
度

　
総
務
省
　
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

　
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
５
７
０
‐
０
２
３
７
２
４
）

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
契
約

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
５
７
０
‐
０
７
７
０
７
７
）

※ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免

除
の
世
帯
に
は
、専
用
の
支
援

が
あ
り
ま
す
。

○
広
報
公
聴
課
有
線
テ
レ
ビ
係

　（
☎
７
２
‐
９
２
２
１
）

　
総
務
省
で
行
っ
て
い
る
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
支
援
の
対

象
が
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全

額
免
除
世
帯
」
に
加
え
て
「
市
民

税
非
課
税
世
帯
」
に
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。

●
新
た
な
支
援
の
対
象
●

　
ま
だ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

受
信
で
き
て
い
な
い
「
世
帯
全
員

が
市
民
税
非
課
税
の
措
置
を
受

け
て
い
る
世
帯
」
が
対
象
で
す
。

な
お
、支
援
を
受
け
る
に
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
と
の
放
送
受
信
契
約
が
必
要

で
す
。

●
受
け
ら
れ
る
支
援
の
内
容
●

　
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）

を
無
償
で
給
付
（
配
送
）
し
ま
す
。

ま
た
、チ
ュ
ー
ナ
ー
の
設
置
方
法

や
操
作
方
法
を
電
話
で
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。（
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
訪

問
設
置
、ア
ン
テ
ナ
改
修
な
ど
は

行
い
ま
せ
ん
）

購
入
に
補
助
金
を
交
付

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
で
生
ご
み
を
減
量
！

支
援
対
象
が
広
が
り
ま
し
た

地
デ
ジ
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付

　
３
つ
の
ワ
ク
チ
ン
と
も
医
療
機

関
で
の
個
別
・
任
意
接
種
で
す
。

【
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
と
接
種
対
象
者
】

・ 

子
宮
頸
が
ん
予
防(

Ｈ
Ｐ
Ｖ)
ワ

ク
チ
ン

対
象  

中
学
１
年
生(

13
歳
相
当)

か
ら
高
校
１
年
生(

16
歳

相
当)

ま
で
の
女
子

・ 

ヒ
ブ(

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ

型)

ワ
ク
チ
ン

対
象  

生
後
２
か
月
以
上
５
歳

未
満
の
乳
幼
児

・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

対
象  

生
後
２
か
月
以
上
５
歳

未
満
の
乳
幼
児

【
接
種
の
方
法
】

　
対
象
者
に
は
、予
診
票
を
郵
送

し
て
い
ま
す
。接
種
を
希
望
す
る

人
は
、指
定
医
療
機
関
に
直
接
予

約
し
、必
要
事
項
を
記
入
し
た
予

診
票
と
母
子
健
康
手
帳
を
持
っ

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。接
種
費

用
は
無
料
で
す
。

（
指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

詳
し
く
は
　
唐
津
市
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
７
５
‐
５
１
６
１
）

各
種
ワ
ク
チ
ン
の
任
意

接
種
を
開
始
し
ま
し
た

・
子
宮
頸け

い

が
ん
予
防(

Ｈ
Ｐ
Ｖ)

・
ヒ
ブ(

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型)

・
小
児
用
肺
炎
球
菌

２
０
１
１
年
７
月

地
デ
ジ
化
完
了

補
助
の
対
象
と
な
る
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

◎
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器

※ 

土
中
の
微
生
物
や
Ｅ
Ｍ
菌
を
利

用
し
て
生
ご
み
を
分
解

補
助
金
額
　
購
入
価
格
の
50
％

( 
上
限
３
千
円
。た
だ
し
、100
円
未
満

切
捨
て)

◎
電
動
生
ご
み
処
理
機

※ 

電
力
を
使
用
し
て
生
ご
み
を
分

解
・
乾
燥
す
る

補
助
金
額
　
購
入
価
格
の
50
％

( 

上
限
２
万
円
。た
だ
し
、100
円
未
満

切
捨
て)

　
申
込
受
付
期
限
は
７
月
24
日
で
す
。「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全

額
免
除
世
帯
」
支
援
の
申
込
期
限
も
、同
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し

た
。（
た
だ
し
４
月
以
降
の
支
援
は
、国
の
予
算
成
立
が
前
提
で
す
）
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【
と
き
】

　
２
月
22
日（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～

【
と
こ
ろ
】

　
市
役
所
本
庁
大
会
議
室

【
講
師
】

　
原は

ら

　
健け

ん

一い
ち

さ
ん
（
佐
賀
県
Ｄ
Ｖ

総
合
対
策
セ
ン
タ
ー
所
長
）

【
受
講
料
】 

無
料

【
申
込
期
限
】

　
２
月
18
日（
金
）

申
し
込
み
・
詳
し
く
は

男
女
共
同
参
画
・
市
民
協
働
課

（
☎
７
２
‐
９
２
３
９
）

　
配
偶
者
や
交
際
相
手
か
ら
の

暴
力
は
、「
命
」
に
関
わ
る
重
大

な
問
題
で
す
。な
ぜ
暴
力
を
振
っ

た
り
、夫
婦
げ
ん
か
が
犯
罪
に
ま

で
至
っ
て
し
ま
う
の
か
。
Ｄ
Ｖ

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）
加
害
者
の
心
理
を
知
り
、

Ｄ
Ｖ
防
止
対
策
や
相
談
を
受
け

た
と
き
、ま
た
は
被
害
に
気
付
い

た
と
き
の
対
応
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

【
テ
ー
マ
】

　
Ｄ
Ｖ
被
害
の
現
状
と
支
援
～

い
つ
も
は
優
し
い
人
が
、な
ぜ
暴

力
を
振
る
う
の
か

申
し
込
み
・
詳
し
く
は
　

学
校
教
育
課
（
☎
７
２
‐

９
１
５
８
）
ま
た
は
各
支
所
総
務

教
育
課
、在
学
し
て
い
る
学
校

　
市
で
は
、高
校
や
大
学
へ
進
学

を
希
望
す
る
皆
さ
ん
を
支
援
す
る

た
め
、奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

平
成
23
年
度 

唐
津
市
奨
学
生
を
募
集

　
働
き
方
と
税
金
、社
会
保
険
、

年
金
の
関
係
を
ご
存
じ
で
す
か
。

人
生
の
イ
ベ
ン
ト
や
病
気
な
ど

へ
の
備
え
は
あ
り
ま
す
か
。

　
家
計
の
自
己
診
断
や
貯
蓄
な

ど
、こ
れ
か
ら
の
人
生
プ
ラ
ン
に

向
け
た
資
金
づ
く
り
に
つ
い
て
、

基
礎
講
座
を
開
き
ま
す
。ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
講
師
】

　
東
島
芳
子
さ
ん
（
東
島
芳
子
社

会
保
険
労
務
士
事
務
所
所
長
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
）

【
と
き
】

　
３
月
５
日（
土
）

　
午
前
10
時
～

【
と
こ
ろ
】

　
唐
津
市
文
化
体
育
館

【
定
員
】 

20
人

【
受
講
料
】 

無
料

【
申
込
期
限
】

　
２
月
28
日（
月
）

　
※ 

一
時
保
育
を
希
望
す
る
人

は
、電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
詳
し
く
は

　
男
女
共
同
参
画
・
市
民
協
働
課

（
☎
７
２
‐
９
２
３
９
）

女
性
の
就
業
・
起
業
支
援

女
性
の
た
め
の

マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

奨学生の区分

高等学校など 大学など

対 象 者
高等学校、中等教育学校(後期課程に限
る)、高等専門学校、専修学校高等課程の
いずれかに進学する人

大学、短期大学、専修学校専門課程のい
ずれかに進学する人

応 募 資 格

次のすべての項目に該当する人
・本人が唐津市に居住またはその保護者が唐津市に居住している人
・�高等学校や大学などに入学する人または高等専門学校や短期大学から大学の第
３学年に編入する人
・学業、人物とも優秀な人
・�経済的理由により修学困難であると認められる人(日本学生支援機構の基準に
準じる)

募 集 人 員 20人以内 15人以内

募 集 期 限 ３月15日(火)

貸 与 額
(無 利 子)

年額　200,000円
600,000円

※入学または編入時に一括貸与

貸 与 期 間 高等学校などの最短修業年限 入学または編入時１回限り

返 還 方 法
返還期間　卒業の１年後から返還終了まで(毎月)
返還金額　月額　10,000円

そ の 他
・�奨学生に決定された場合、連帯保証人(保護者以外で、市内に住所を有し、独立生
計を営み、かつ保証能力を有する25歳以上の人)が１人必要です。
・奨学金貸付日は、４月下旬の予定です。

　ＤＶ被害を受けている人の住

所などの年金加入情報が第三者

に知られないようにするために

は、年金事務所への申し出が必要

です。

　手続きには、年金手帳や年金証

書、ＤＶ被害を受けていることを

証明する書類（裁判所の保護命令

に関する書類など）が必要となり

ます。

詳しくは

　唐津年金事務所

　（☎７２−５１６１）

住所など年金加入情報を
守るためには

い
つ
も
は
優
し
い
人
が 

な
ぜ
暴
力
を
…

「
女
性
と
人
権
セ
ミ
ナ
ー
」で

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
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平成22年度
　　第３回地域審議会を開催しました

詳しくは　地域支援課(☎７２−９２２０)

　11月19日から12月６日にかけて平成22年度「第３回地域審議会」を開催しました。
　各地域内の状況などについて各委員から活発な意見や提案がなされました。

～各地域審議会で審議された内容～
厳木地域審議会

主要事業の進捗状況について
　平成22年度の厳木支所管内の主要事業の進捗状況
について説明。
地域振興策について
・ 買い物難民の解消を目指して地域での試験的な取

り組みが検討されているが、行政にも問題解決に繋
がるような施策をお願いしたい。

・ 厳木中学校体育館の天井が破損している。体育の授
業や部活動はもちろん、入学式、卒業式も行うため、
早急な対応をお願いしたい。

・ ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）問題は、農業
のみならず健康保険や金融などさまざまな分野の
ほか、介護士など人の出入りにまでおよぶ大きな問
題である。市民への十分な周知をお願いしたい。

・ 民家が多い住宅街にイノシシが出没し、安心して生
活できない状況にある。電気牧柵やフェンス設置に
よる防護に加え、積極的な駆除をしなければ頭数は
増える一方であり、行政の充分な支援をお願いした
い。

厳木工業団地現地視察

唐津地域審議会
神集島現地視察
　島の概要や歴史、高齢化、漁業の状況、イノシシ対
策、漂着物問題など島民の生活に関わることについ
て、高﨑神集島区長から説明を受けながら島内を視
察。それらの対策などについて意見交換を行った。

相知地域審議会
唐津市過疎地域自立促進計画について
　イノシシなど駆除事業について、相知地域として
イノシシ駆除対策の強化を要望する。
地域の振興策について
・ 県道平山・相知線の道路延長新設について、区長会

など各種団体の意見を聞いてほしい。
・ 相知地区のスクールバスの空き時間を利用した運行

は、運行ルートや時間の見直しが必要ではないか。
・ 鵜殿石仏群の整備について、まずは早期に保存対策

を実施するよう要望する。
・ グラウンドゴルフ場の増設について、市民のニーズ

を調査し検討してほしい。
・ 旧田頭小学校の跡地利用について、地区公民館とし

て位置付けしてほしいが、地域審議会だけではなく
区長会などで議論してほしい。

浜玉地域審議会
臨時職員などの採用について

　臨時職員採用の方法や採用後の指導について意見

交換を行った。

浜玉中学校鳥巣地区生徒の通学について

　辺保・宇土地区のスクールタクシーは延長できな

いかとの質問に、他地域との均衡など市の考え方が

説明された。

浜玉中学校の外灯および便所について

　給食センター裏や武道館の駐車場に外灯がなく暗

い。また、体育館の便所は汚れがひどいので、清掃を徹

底すべきではないかとの意見があった。これに対し、

外灯については、当該駐車場が職員用などで学校時間

外の利用は想定していないため、外灯のある駐車場の

利用をお願いしたい。体育館の便所については、生徒

が清掃をしているが、老朽化のため清掃に限界がある

ことをご理解願うなどの説明が行われた。

◀
神
集
島
現
地
視
察
の
様
子
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呼子地域審議会
市議会９月定例議会について報告
唐津市過疎地域自立促進計画について
住民主体の原子力防災・避難訓練について
　原子力専門官による原子力防災について説明があ
り、原子力防災訓練のあり方などを協議。風向や風速
などの情報提供や、弱者、観光客などへの避難誘導訓
練の徹底、避難所におけるさまざまな想定での訓練
が必要ではないかなどの意見があった。
離島航路待合室の新設および渡船乗降の危険防止に
ついて
　老朽化した呼子側の離島航路待合所は、トイレの
臭いなどで利用しにくく、病院通いの高齢者は、船の
待ち時間に休む場所が無く特に困っている。
　また、渡船の乗降は、大潮の干潮・満潮時には、は
しごを使って船の２階部分から出入りしなければな
らない。非常に危険であるため、加唐島や馬渡島同様
の桟橋が必要ではないかなどの意見があった。これ
に対し、離島航路待合所は、現在工事中の公共下水道
事業や移転問題などとの調整が必要であるため、現
時点での改修は難しいと説明があった。
　桟橋の設置については、湾内の船舶往来や渡船の
構造を検討する必要があるなど、回答がされた。

北波多地域審議会
都市計画編入について
　都市計画区域に指定されることについて説明。
古窯の里整備事業について
　古窯の森に観光客を呼び込む方法について意見交換。
地域公共交通活性化協議会での協議事項の報告
　今後、高齢化・少子化が進む中で、バスを利用する
人のことを考慮して、今までとは違う体系を作って
いく必要性があるのではないか。

「ニュータウンちぐさの」について
　西九州自動車道が整備されていることは、北波多
を売り込むチャンスである。住宅地は売らないこ
とにはどうにもならないので、福岡方面などへのア
ピールをお願いしたい。
住みやすい環境整備について
　佐賀県はユニバーサルデザインを全国に先駆けて
呼びかけている。誰にとっても使いやすい、便利でや
さしい地域づくりを目指して、公的施設でもバリア
フリー化を進めてほしい。
ふるさと館について
　改修により冷暖房が整備され、きれいになってよ
かった。
学校給食センターについて
　学校給食センターの改修は、児童生徒の「食の安
全」確保のためにも、早期に予算をつけてほしい。

鎮西地域審議会
唐津市過疎地域自立促進計画について
　計画の説明後、次の事項について意見交換。
　・中学校統合後に廃校となる施設の利活用
　・少子化対策としての若者の婚活支援事業
　・ 観光客が減少している中で観光地の再編、独自

性のある体験観光メニュー開発、情報発信の方
法など

委員提案による地域振興策について
　合併前、鎮西町が購入した波戸岬国民宿舎前用地
についての説明がなされ、今後の活用策を協議。
その他
　・唐津赤十字病院の移転について
　・名護屋、打上、呼子中学校の統合関連事項について
　・有害鳥獣駆除対策について

肥前地域審議会
唐津市過疎地域自立促進計画について
切木中学校統廃合について
　学校跡地は利便性のよい場所なので、有効な活用
を検討してほしい。
入野納所保育所および星賀児童館跡地活用について

（報告）
肥前地域道路の歩道設置について
　切木中学校統廃合により、切木校区の生徒は竹木
場に通学することになるが、国道204号（東山～切木
間）には歩道がないので、交通安全および防犯の面か
ら歩道の設置が必要あるのではないか。

七山地域審議会
唐津市過疎地域自立促進計画について
　計画にあげられていない事業が新規に出てきた場

合の取り扱いについての質問があり、過疎債を利用

する新たな事業が出てきた場合、市議会の議決を経て

計画変更することも可能である旨の説明があった。

若手農業者の育成について
　若手農業者への支援策について、佐賀県の支援事

業などについて説明。

国道の交通事故防止の啓発看板設置について
　国道323号で頻繁に事故が発生している場所へ、

事故防止啓発の看板を設置できないかとの要望があ

り、今後、道路管理者である県へ対策を講じるよう要

望する旨の説明があった。

瀬戸享人材育成基金について
　瀬戸享人材育成基金の利用状況について、平成22

年度の利用者数、貸付金額、償還金額、平成21年度末

の基金残高などを説明。

◀
七
山
地
域
審
議
会
の

　
様
子
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第36回　日本フィル唐津公演 佐賀県高齢者大学唐津校10周年記念祝典・講演会

第７回　村田英雄音楽祭

第19回  唐松地区高等学校合同美術作品展

晴
は れ

気
ぎ

の牡
か

蠣
き

  水揚げ体験

と　　き　２月５日（土）
　　　　　祝典10:00　　講演会10:30
と こ ろ　高齢者ふれあい会館りふれ
講　　師　佐賀新聞社 論説委員長　富吉 賢太郎 さん
入 場 料　無料
詳しくは　高齢者大学唐津ＯＢ会事務局（☎73-6447）

内　　容　第１部　コンクール（村田英雄部門・一般部門）
　　　　　第２部　歌謡ショー（ゲスト：池田 輝郎）
と　　き　２月19日（土）　開場12:30　開演13:00
と こ ろ　唐津市民会館
入 場 料　前売り2,500円　　当日3,000円
前売り券販売・問い合わせ
　（社）唐津観光協会相知支所（村田英雄記念館）
　（☎51-8312）

内　　容　唐津・東松浦地区の高等学校美術部員の作品など
　　　　　絵画・デザイン・スケッチなど
と　　き　２月６日（日）～ 13日（日）10:00 ～ 18:00
　　　　　※入場は17:30まで。13日（日）は16:00で終了
と こ ろ　近代図書館　美術ホール
休 館 日　２月７日（月）・11日（金・祝）
詳しくは　近代図書館（☎72-3467）

　漁船から牡蠣の水揚げ体験を行います。牡蠣や魚介
類の試食会を予定しています。
と　　き　２月20日（日）10:00集合
と こ ろ　晴気漁港（肥前町入野：晴気地区）
参 加 料　400円
申込方法　電話、ファックス、郵送
※ ファックス、郵送の場合は、唐津市ホームページの
「申込書」を印刷し、必要事項を記入のうえ、晴気カ
キ組合まで送付してください。

定　　員　60人（先着順）
申し込み先
　〒847-1526　唐津市肥前町入野丙1033　晴気カキ組合
　（☎080-6418-9600　FAX54-1645）
詳しくは　肥前支所産業課（☎53-7145）

京都フィルハーモニー室内合奏団公演
早春コンサート

佐賀大学「ひと・もの作り唐津」プロジェクト

第１回　からつ農
の う と う さ い

陶祭

と　　き
　２月10日（木）
　開場18:00
　開演18:30
と こ ろ
　肥前文化会館
　　　ハーモニー

入 場 料　大人（高校生以上）1,000円
　　　　　小・中学生300円　　※当日も同料金
チケット販売所
　 肥前支所総務教育課・肥前公民館・近代図書館・

唐津市民会館
詳しくは　肥前支所総務教育課（☎53-7147）

　唐津の土で育った野菜を唐津の土で作った器で食
べよう。唐津焼の若手陶芸家などの研修生が企画・開
催するイベントです。
内　　容　陶：唐津焼を楽しく学ぶ展示会
　　　　　農：７つの伝統野菜の紹介と直売会
　　　　　食：限定50食　唐津伝統野菜ランチ(参加費1,000円)
　　　　　ワークショップ（要予約：先着20人）
　　　　　　：器と盛付体験・試食（参加費1,000円）
と　　き　２月12日（土）・13日（日）
　　　　　10:00 ～ 18:00
と こ ろ　ＪＲ唐津駅前 周辺
　　　　　マロン＆スタジオ（紺屋町）など
詳しくは　佐賀大学 プロジェクト事務局（☎0952-28-8345）

(財)唐津市文化振興財団設立二十周年記念事業
サライ春色音楽会

と　　き　2月20日（日）開場13:30　　開演14:00
と こ ろ　相知交流文化センター文化ホール「サライ」
出 演 者　サライ弦楽四重奏団
　　　　　ひまわり合唱団
　　　　　相知中学校　音楽部
入 場 料　無料(全席自由席)※入場整理券をお持ちください。
入場整理券配付場所
　相知交流文化センター・唐津市民会館
詳しくは　相知交流文化センター（☎62-3111）

(財)唐津市文化振興財団設立二十周年記念事業
まつらの姫達の宴～からつのひな祭り～
鏡会場(古代の森会館)
内　　容　花と６人のまつらの姫、クレイアート展、
　　　　　侘助(椿)展　など
と　　き　２月19日（土）～３月６日（日）
詳しくは　古代の森会館（☎77-0510）
城内会場(埋門ノ館)
内　　容　唐津に伝わる「おひな様」展示、呈茶、
　　　　　創作お花コーナー　など
と　　き　２月26日（土）～３月６日（日）
詳しくは　埋門ノ館（☎75-1810）

ＪＡからつ協賛　
唐津の特産品が当たる「ひな祭りキャンペーン」
２月５日（土）～３月６日（日）　開催

と　　き　２月17日（木）開場18:30　　開演19:00
と こ ろ　唐津市民会館大ホール※託児所があります。
入 場 料　指定席Ｓ6,500円、指定席Ａ6,000円、大人自由席5,000円
　　　　　親子自由席7,000円、学生自由席3,000円
　　　　　※子･学生は高校生以下。当日は500円増
出　　演　指揮：藤岡 幸夫、ソリスト：堀米 ゆず子
プログラム
○Ｊ.シュトラウスⅡ世　　喜歌劇「こうもり」序曲
○シベリウス　　ヴァイオリン協奏曲
○ベートーヴェン　　交響曲第７番
チケット販売所
　 宮脇書店・ミュージックサロン ｢ハーモニー｣・み

きや楽器店・びんつけ屋・文化堂・檸檬樹(喫茶)
詳しくは　唐津日本フィルの会（☎080-3909-1155）
Eメール：karatsujphil@softbank.ne.jp
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第２回佐賀県特別支援学校高等部
ふれあい美術作品展

劇団四季ミュージカル「エルコスの祈り」
唐津公演

内　　容　県内の特別支援学校高等部生徒の美術作品
　　　　　デザイン・絵画など
と　　き　２月20日（日）～ 27日（日）10:00 ～ 18:00
　　　　　※入場は17:30まで。27日（日）は15:00で終了
と こ ろ　近代図書館 美術ホール
休 館 日　２月21日（月）
入 場 料　無料　
詳しくは　近代図書館（☎72-3467）

と　　き　３月13日(日)　開場15:00　開演15:30
と こ ろ　唐津市民会館　大ホール
入 場 料　Ｓ席 4,000円　　Ａ席 3,000円
　　　　　Ｂ席 2,000円　　Ｃ席 1,500円
　　　　　※全席指定。当日券は500円増し。
チケット販売所
　 「劇団四季」唐津公演実行委員会（☎090-9483-0489）、
　 唐津市民会館（☎72-8278）、劇団四季予約セン

ター（☎0120-489444）、ローソンチケット（Lコー
ド84241）、チケットぴあ（Pコード407-652）

詳しくは　
「劇団四季」唐津公演実行委員会（☎090-9483-0489）

鎮西町貝まつり

唐津の魅力を体験するセミナー・バスハイク

第５回　唐津みなと松原植樹祭

２月の市民文化祭イベント

第36回  都市コミュ文化祭

内　　容　・水産物（鮮魚・活魚・水産加工品）の直売
　　　　　・大鍋無料サービス
　　　　　・貝釣りゲーム（１回200円）
　　　　　・魚の詰め放題（１回200円）
と　　き　２月27日（日）9:00 ～ 15:00
と こ ろ　名護屋漁港浦内岸壁広場（鎮西町）
詳しくは　鎮西町漁協かいの里部会（鎮西町漁協内　☎82-5640）
　　　　　鎮西支所産業課（☎53-7155）

楽しみながら唐津を学べるセミナー
【第１回】 テ ー マ　唐津のパワースポット？！
 と　　き　２月15日(火)14:00 ～ 15:30
 と こ ろ　旧白水酒造（厳木町中島）
 参 加 料　800円（お茶、お菓子代含む）
 定　　員　30人（先着順）
 申込期限　２月８日(火)まで
【第２回】 テ ー マ　特別史跡名護屋城跡（鎮西町名護屋）
 と　　き　３月２日(水)10:00 ～ 11:30
 と こ ろ　名護屋城博物館
 参 加 料　500円(お茶、お菓子代含む)
 定　　員　30人（先着順）
 申込期限　２月23日(水)まで
【第３回】 テ ー マ　日本一美しい虹の松原
 と　　き　３月６日(日）10:00 ～ 11:30
 と こ ろ　レストラン海浜館（鏡・虹の松原内）
 参 加 料　800円(お茶、お菓子代含む)
 定　　員　30人（先着順）
 申込期限　２月28日(月)まで
唐津をもっと知る！観る！食べる！バスハイク
【第１回】 テ ー マ　万葉集に詠まれた地を散策しながら史跡探訪
 と　　き　２月27日(日) ９:30 ～ 16:00
 地　　域　鏡・浜玉・七山地区
 参 加 料　2,000円(昼食、保険代含む)
 定　　員　30人（先着順）
 申込期限　２月17日(木)まで
【第２回】 テ ー マ　桃山文化と水光の地を巡る
 と　　き　３月16日(水) ９:30 ～ 16:00
 地　　域　肥前・鎮西・呼子地区
 参 加 料　2,000円(昼食、保険代含む)
 定　　員　30人（先着順）
 申込期限　３月７日(月)まで
詳しくは　唐津商工会議所　唐津検定事業推進室

（☎050-3565-2881）

　未来の「みなと松原」づくりへ向けて松の苗を植樹しませんか。
と　　き　２月20日（日）10:00 ～ 12:00　※雨天決行
と こ ろ　唐津港湾合同庁舎前広場（西大島町）
定　　員　300人
参 加 料　無料
応募方法　当日、会場で受け付けを行ってください。
注意事項
①汚れてもよい服装と靴で参加してください。
② 作業用手袋、移植ゴテなど植樹に必要な用具は各自

お持ちください。
③ 雨天時はカッパ、長靴などの雨具も各自お持ちください。
④ 駐車スペースに限りがありますので乗り合わせで

ご来場ください。
⑤ トイレは東港緑地広場内または唐津みなと交流セ

ンター内をご利用ください。
※当日は、豚汁や焼き芋などが振る舞われます。
詳しくは　みなとまちづくり室（☎72-9187）

○義太夫の会
　と　　き　２月20日(日)　13:00 ～ 15:30
　と こ ろ　高齢者ふれあい会館りふれ
○2011太鼓・民舞フェスタ
　と　　き　２月27日(日)　13:00 ～ 15:30
　と こ ろ　唐津市民会館大ホール
詳しくは　文化課（☎72-9171）

テーマ「縁」
　都市コミュ活動の集
大成。お誘い合わせの
うえ、ぜひご来場くだ
さい！

と　　き　３月５日（土）・６日（日）
と こ ろ　都市コミュニティセンター体育館（和多田海士町）
○ 展示発表（ペン習字、書道、俳句、陶芸、生花など）

サークル活動ミニ体験（申し込みが必要です）
　３月５日（土）13:00 ～ 17:00
　３月６日（日）9:00 ～ 15:00
○ 舞台発表（朗読、吟詠、沖縄三線、三味線、オーケスト

ラ、オカリーナ、ギター、カラオケ、レクダンスなど）
　３月６日（日）9:00 ～ 15:00
※お茶席、軽食･手作り作品バザーなども行います。
詳しくは　都市コミュニティセンター（☎73-6515）
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第20回　波戸岬クロスカントリー大会

第51回　唐津10マイルロードレース大会

と　　き　３月20日(日)　受付 8:45から

と こ ろ　波戸岬野外ステージ周辺(鎮西町波戸)

参 加 料　大人およびファミリー（１組）　1,000円

　　　　　高校生　500円、小･中学生　200円

申込方法　 鎮西スポーツセンターまで直接ま

たは郵便(定額小為替)で申し込ん

でください。

申込期限　２月28日(月)

２月13日(日)　
唐津市陸上競技場

（スタート・ゴール）

種目および距離

種目・日程

詳しくは　スポーツ振興課（☎72-9237）

種　　目 距　離
小学生男子１・２年生

1.4km

小学生女子１・２年生
小学生男子３・４年生
小学生女子３・４年生
小学生男子５・６年生
小学生女子５・６年生
中学生男子 2.7km
女子(中学生・高校生・一般)

1.4km
壮年男子(40歳以上)
男子（高校生・一般）

4.0km
女子（高校生・一般）
ファミリー 1.4km

種　目
スタート時間

（ゴールの目安）
スタート

およびゴール
折返地点

高校女子５㌔ 10:00 〜（10:16）

唐津市
陸上競技場

松　浦　橋

高校男子10㌔ 10:45 〜（11:14） 虹の松原内
「海浜館」付近女子10㌔ 11:00 〜（11:32）

一般10マイル 12:15 〜（13:01）
唐津市役所
浜玉支所付近

申し込み・問い合わせ
鎮西スポーツセンター (〒847-0322･鎮西町打上2571-3・☎82-6111)

　今大会は、従来の３種目に高校女子５キロを加え
て開催します。
　また例年通り、選手通過時には交通規制を行いま
す。コース沿線の皆さんにはご迷惑をおかけします
が、ご理解とご協力をお願いします。

 

唐津城 

唐津市役所 

唐津駅

和多田駅 

 
 

 

国民宿舎
虹の松原ホテル

 
  

 

 
  

 唐津市役所
　浜玉支所  

 

東唐津駅 

虹ノ松原駅 

浜崎駅 

鬼塚駅

鏡 山 

至福岡

ボートレース
からつ

虹の松原 

　選手の通過にともない、片側または全面交通規制

を実施します。警察官または交通警備員の指示に従

い、円滑な大会の運営にご協力をお願いします。

　交通規制時間は予定のため多少前後する可能性が

あります。ご了承ください。

コースおよび交通規制時間(予定)

唐津ロイヤルホテル前
（関門地点）

「海浜館」付近
（10キロ折返し）

唐津市役所浜玉支所付近
（10マイル折返し）

松浦橋
（５㌔折返し）

唐津市陸上競技場
（スタートゴール）

松浦橋
交通規制時間(予定)
①10:00～10:15(全面)
②10:45～11:38
③12:15～12:26
④12:50～13:13

和多田大土井～東町 間
交通規制時間(予定)
①9:50～10:20
②10:35～10:53(全面)
③10:53～11:43
④12:12～12:25
⑤12:52～13:16

東唐津～海浜館 間
交通規制時間(予定)
①10:45～11:35
②12:15～13:10

海浜館～浜玉 間
交通規制時間(予定)
①12:15～13:10
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急な
病気・けが
の時は

休日などの救急医療体制

歯科休日当番医　《診療時間》9:00～12:00
問い合わせ　地域医療課(☎72-9270)

まず、初期救急医療機関で外来診療を受けましょう。

入院が必要な重症患者には、二次救急医療機関（病院群輪番
制病院・救急告示病院）を紹介する、搬送を行うなどの対応

をします。生命にかかわる重篤な患者は、三次救急医療機関
（地域救命救急医療センター）へ搬送を行い、地域で救急医療

の完結を目指します。

◎『かかりつけ医』　　まずは、かかりつけ医で受診しましょう。

◎『唐津救急医療センター』　　かかりつけ医が不在の時は、唐津救急医療センターで診療します。

≪初期救急医療機関≫

当番医は予告なく変更される場合があります。受診前に確認してください。
受診時は健康保険証をお持ちください。

２月

 ６日（日） 吉田歯科医院 ☎72-3863・西城内

11日（金･祝） 井上歯科医院 ☎74-1692・町田

13日（日） 牟田悟朗歯科医院 ☎74-6858・大名小路

20日（日） 井上歯科医院 ☎56-6043・浜玉町浜崎

27日（日） 古市歯科医院 ☎77-0208・鏡

３月
 ６日（日） 田代歯科医院 ☎62-2217・相知町相知

13日（日） みのはら歯科医院 ☎77-2339・鏡

自分で症状の判断がつかない場合や緊急時の問い合わせは

唐津市消防本部 救急医療情報案内（☎７３ｰ００４３）まで

献血にご協力
ください！

　詳しくは
　　保健課(☎75-5161)

移動献血車がやって来ます

休日診療
（日曜・祝日・振替休日）

内科・外科 9:00 ～ 21:00

小児科 9:00 ～翌6:00

平日診療
(内科･外科の診療はありません)

小児科(月～金) 20:00 ～翌6:00

小児科(土) 17:00 ～翌6:00

唐津救急医療センター (千代田町･☎75-5199) ※ 健康保険証を忘れずに
お持ちください。

２月15日(火)�

市役所厳木支所 9:00 ～ 13:30
市役所相知支所 14:30 ～ 16:00
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暮らしの相談
市民相談室 （☎72-9122）
消費生活センター （☎73-0999）
商工振興課 （☎72-9141）
人権･同和対策課 （☎72-9125）
唐津市保健センター (☎75-5161)
佐賀県信用保証協会 (☎0952-24-4343)
総務課 （☎72-9113）
唐津保健福祉事務所 （☎73-4185）

◆法律相談
(□問 市民相談室･各支所市民福祉課)

・２月 ２日(水)
 13:00～16:00 北波多公民館
・２月 ４日(金)
 13:00～16:00 浜玉支所１階相談室
・２月14日(月)
 10:00～15:00 本庁市民相談室
・２月15日(火)
 13:00～16:00 相知支所１階相談室
・２月18日(金)
 13:00～16:00 呼子支所１階会議室
・２月21日(月)
 10:00～15:00 本庁市民相談室
・２月28日(月)
 10:00～15:00 本庁市民相談室
・３月 １日(火)
 13:00～16:00 肥前支所101号会議室
・３月 ７日(月)
 10:00～15:00 本庁市民相談室

◎ 電話または窓口で、相談者の希望す
る時間帯を先着順に受け付けます。
予約した時間の30分前には必ず来
庁してください。

【予約受付開始日】
本　庁　 相談希望日の前週の金曜日

（金曜日が祝日の場合は木曜日）
各支所　相談希望日の１週間前

◆健康に関する無料相談など
（□問 唐津保健福祉事務所）
場所／唐津保健福祉事務所(大名小路)

▼療育発達相談(要予約)
　２月２日(水)､３月２日(水)
　14:00～14:30
▼エイズ相談
　毎週火曜日 9:00～11:00
　※ ２月15日(火)のみ17:00～19:00

の夜間もあります。
▼骨髄提供希望者登録受付(要予約)
　毎週木曜日
　9:00～11:00
▼精神保健福祉相談(要予約)
　毎週水曜日
　13:30～17:00
▼不妊相談(要予約)
　平日随時実施　9:00～17:00
▼難病相談(要予約)
　２月18日(金) 14:00～16:00
▼肝炎ウィルス検査(要予約)
　２月15日(火) 15:00～19:00

◆行政相談(国の業務について)
（□問 総務課）

・２月 ３日(木)
 9:00～12:00 七山公民館
・２月 ８日(火)
 9:00～12:00 ひれふりランド(浜玉)
・２月 ９日(水)
 10:00～15:00 本庁第１会議室
・２月15日(火)
 9:00～12:00 厳木支所２階会議室
 9:00～12:00 呼子公民館
・２月16日(水)
 10:00～12:00 北波多老人憩の家
・２月17日(木)
 9:00～12:00 相知支所別館会議室
・２月21日(月)
 13:00～16:00 鎮西支所相談室
・３月 １日(火)
 13:00～16:00 肥前支所102号会議室
・３月 ８日(火)
 9:00～12:00 ひれふりランド(浜玉)

◆金融相談
（□問 佐賀県信用保証協会）

・２月 ４日(金)
 11:00～13:00  唐津上場商工会  経営支

援センター(玄海事務所)
 14:00～15:00 唐津東商工会本所
・２月 ８日(火)
 10:00～15:00 唐津商工会議所
※相談は無料です。
※事前に申し込みが必要です。

◆こころの相談
（□問 唐津市保健センター）

　仕事、育児、家庭、健康などに関す
る相談に、臨床心理士が応じます。ひ
とりで悩まずに相談しましょう。
・２月24日(木)
 14:00～16:00 本庁市民相談室
※毎月第４木曜日開催(祝日の場合は第３木曜日)
※事前に予約が必要です。

◆人権相談
（□問 人権･同和対策課･各支所市民福祉課）

・２月 ２日(水)
 13:00～16:00 本庁市民相談室
・２月 ３日(木)
 9:00～12:00 七山公民館
・２月 ４日(金)
 13:00～16:00 鎮西支所会議室
・２月 ８日(火)
 9:00～12:00 ひれふりランド(浜玉)
・２月 ９日(水)
 13:00～16:00 人権ふれあいセンター唐津
・２月10日(木)
 10:00～15:00 人権ふれあいセンター北波多
・２月15日(火)
 9:00～12:00 肥前支所101号会議室
 9:00～12:00 呼子公民館
 13:00～16:00 厳木支所１階会議室
・３月 ２日(水)
 9:00～12:00 相知支所別館会議室
 13:00～16:00 本庁市民相談室
・３月 ８日(火)
 9:00～12:00 ひれふりランド(浜玉)

◆消費生活相談
(□問 消費生活センター )

・閉庁日を除く毎日
 8:30 ～ 17:15 本庁市民相談室
☆唐津市ホームページ
　http://www.city.karatsu.lg.jp
　 内くらしのインデックス（“安全・

安心”の分類中“各種相談”の中の「消
費者トラブルにご注意ください!!」）
に事例などを掲載しています。ご活
用ください。

◆労働相談
（□問 商工振興課）

・２月 ８日(火)
 10:00～16:00 県唐津総合庁舎
  中会議室(二タ子)
※ 県唐津総合庁舎は、昨年12月20日に、

坊主町から二タ子に移転しました。

佐賀県弁護士会によるシンポジウム

「成年後見制度のこれからを考える」を開催します
対 象 者　市民・法律関係者・福祉関係者
と　　き　２月26日（土）13:00 ～ 17:00
と こ ろ　アバンセホール（佐賀市天神）
参 加 料　無料
内　　容
①基調講演「日本の成年後見制度～現状と課題～」
　講師：筑波大学教授・日本成年後見法学会理事長　新井 誠　さん
②基調報告「九州における成年後見業務の実情～アンケート分析報告～」
③パネルディスカッション「成年後見制度のこれからを考える」
詳しくは　佐賀県弁護士会（高齢者・障がい者権利委員会）
　　　　　☎0952-24-3411
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鬼は外、福は内

子育て
情報

トライ・ザ・しゅわ
節分の豆まきのかけ声「鬼は外、福は内」は、「鬼」、「（節分の）豆をまく」、

「幸福（福）」、「招く（呼びよせる）」を表す手話を組み合わせて表現します。

① 両手の人差し指を立て、頭の
両側に立てます。（２本のツ
ノがある鬼を表します）

② 器から豆をとって、豆を
まく仕草をします。（節
分の豆まきを表します）

③ 右手の指を全部使って、
ほおからあごをなでま
す。（幸福を表します）

④ 右手のひらを下に向
け、手招きをします。

（招くを表します）

近代図書館
新興町・☎72-3467

おはなし会
◆幼児向け絵本の読み聞かせ
　2/5･12･19･26　14:00 ～ 14:30
　近代図書館４階「ブックル」
◆小学生向け読み聞かせ
　2/5･12　14:30 ～ 15:00
　近代図書館３階ビデオルーム

相知図書館
相知町相知・☎62-4194

お話読み聞かせ会

◆幼児、児童向け絵本の読み聞かせ

　2/5･19　14:00 ～ 14:30

　相知図書館　児童室

町田保育園子育て支援センター
町田３丁目・☎0120-192-168
　　　　　　☎72-5365

◆わんぱくサロン
　2/ 1･2･3･4･7･8･9･10･14･15･16･17･

18･19･21･22･23･24･25･28
　3/1･2･3･4
　 時間･会場など詳しくはお問い合わ

せください。

平原保育園
浜玉町平原・☎56-6529

◆なかよしひろば
　2/2･9･16･23

 10:00 ～ 12:00 平原保育園

　3/3

 10:00 ～ 12:00 平原保育園

　毎週月曜日～金曜日(祝日除く)

 10:00 ～ 16:00 平原保育園

　毎週土曜日(祝日除く)

 8:00 ～ 13:00 平原保育園

青葉保育園
二タ子１丁目・☎72-4788

双葉保育園
浜玉町浜崎・☎56-8385

◆子育てひろば
　2/1 10:00 ～ 11:30 ひれふりランド
　2/8 10:00 ～ 11:30  農村環境改

善センター
　2/15 10:00 ～ 11:30 ひれふりランド
　2/22 10:00 ～ 11:30  農村環境改

善センター
　3/1 10:00 ～ 11:30 ひれふりランド
　毎週月曜日～金曜日(祝日除く)
 10:00 ～ 16:00 双葉保育園

※火曜日のみ11:30 ～ 16:00
　毎週土曜日(祝日除く)
 8:00 ～ 13:00 双葉保育園

呼子保育園
呼子町呼子・☎82-3926

◆ポッポの広場
　2/ 1･2･4･8･10･12･15･17･18･22･24･

25･26
　3/1･2･4
　 時間･会場など詳しくはお問い合わ

せください。

北波多第二保育園
北波多田中・☎64-2710

◆子育てサロン
　2/5･22 10:00 ～ 11:00  北波多第二

保育園
◆ひまわり広場(前日までに要予約)
　毎週月曜日～金曜日(祝日除く)
 10:00 ～ 15:00  北波多第二

保育園

唐津市ホームページ
http://www.city.karatsu.lg.jp
内くらしのインデックスに詳しい内
容を掲載しています。

山本保育園
山本・☎78-0156

◆ひなたぼっこ
　2/4 11:00 ～ 11:50 山本西隣保館
　 上記以外の毎週月･水･金曜日 (祝日

除く)
 10:00 ～ 15:00 山本西隣保館

唐津幼稚園
西城内・☎72-3438

◆唐津幼稚園で遊ぼう会
　｢白くまちゃん｣
　2/9･23　10:00 ～　唐津幼稚園

◆あおばのつどい
　2/1･3･12･15･26
　3/1･3･12
　 時間･会場など詳しくはお問い合わ

せください。
　「同じ年齢の友達と遊ぼう」など
　毎週 月･水･木･金曜日(祝日除く)
　　　　　10:00 ～　青葉保育園
　「給食について」（要予約）
　毎週月曜日および毎月第３水曜日
　※毎月第３水曜日は誕生会バイキング
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情報
なんでん
　かんでん

第111期モーターボート選
手募集（一般試験）
(財)日本モーターボート競走会唐津
支部（☎77-2122）

募集期間　
　平成23年２月１日(火)～３月16日(水)
応募資格
・国籍、性別は問いません。
・年齢： 昭和56年10月２日～平成８

年４月１日生まれ
・身長：172㎝以下
・体重：男子47㎏以上55㎏以下
　　　　女子42㎏以上50㎏以下
・視力：裸眼で両眼とも、0.8以上
・その他身体に異常のない人
※ 特別試験（２月28日締切）について

は、ホームページをご参照ください。
ホームページＰＣ版
　http://www.jlc.ne.jp/bosyu/pc/index.html
ホームページ携帯版
　http://www.jlc.ne.jp/bosyu/m/

携帯版ＱＲコード

救命講習会　受講者募集
消防本部　警防課　救急救助係
〒847-0861  二タ子三丁目2-46
☎72-4148　FAX74-0119
消防本部ホームページ
　http://www.karatsu119.jp/

対 象 者　どなたでも参加できます。
と　　き　３月６日(日) 9:00 ～ 12:00
と こ ろ　消防本部３階講堂
定　　員　30人（先着順）
受 講 料　無料
講習種類　普通救命講習Ⅰ
講習内容
　①応急手当の重要性
　② 基本的心肺そ生法・ＡＥＤの使用法・

異物除去法・止血法・効果確認
申込期限　２月28日（月）まで
　※土・日・祝日を除く8:30 ～ 17:15受付
　※郵送の場合は当日消印有効
申 込方法　消防本部（３階）･消防署

救急係･各分署所に用意している申
込書で申し込んでください。

　※ファックスでも申し込みできます。

県営住宅入居予備者募集
県営住宅指定管理者　川原建設㈱
唐津管理室（☎70-1557）

募集団地
　 西唐津･和多田･養母田･山崎･相賀･

神田･中の瀬･上神田･鏡･御見馬場･
山本･栄町･新和多田

申込書配付　２月１日（火）から
受付期間　２月４日(金) ～ 10日(木)
※２月６日(日)を除く9:00 ～ 18:00
配付・受付場所
　 県営住宅指定管理者　川原建設㈱唐津管

理室（二タ子３丁目・唐津土木事務所 別館）
　※郵送は受け付けません。

緑山市営住宅第３棟入居者募集
建築課（☎72-9139）　　相知支所建設水道課（☎53-7126）

　相知町相知に３月末完成予定の「緑山市営住宅第３棟」の入居者を募集します。
募集戸数　緑山市営住宅第３棟　18戸（一般市営住宅）のうち12戸
緑山市営住宅第３棟の概要

入居資格
　◎現に同居、または同居しようとする親族があること
　　※昭和31年４月１日以前に生まれた人には、単身で入居可能な住戸（2DK）もあります。
　◎収入基準に見合うこと
　◎住民税の滞納がないこと
　◎現に住宅に困っていること
　◎申込者（同居者を含む）が暴力団員でないこと
　　※唐津警察署に照会することがあります。
申込書配付　２月１日（火）から
受付期間　２月７日(月) ～ 21日(月)8:30 ～ 17:00（閉庁日を除く）
申込書配付・受付場所
　建築課 管理住宅係(本庁３階)および各支所建設水道課
申込方法　
　入居申込書に必要な書類を添えて申し込んでください。
　※ 申込書は、家族全員の収入が確認できる書類（所得証明書など）をお持ちの

うえ、本人または家族が取りに来てください。
　※電話、郵送などによる申し込みは受け付けません。
入居決定
　 入居資格を満たした申込者の中から公開抽せんで入居者を決定し、４月１日

以降の入居を予定しています。

所在地 構造 間取 階数 戸数 住宅使用料
（家賃）

当該校区
小学校 中学校

相知町相知
457番地1

中耐
３F

各�階
(3DK
�4戸)
(2DK
�2戸)

1階 ４戸 17,800円
～

43,500円
※�この金額は概算で
建設終了後に決定。

相知 相知2階 ３戸

3階 ５戸
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からつ大学交流連携センター共催
「広報セミナー」参加者募集
広報公聴課
☎72-9189　 FAX72-9277
Eメール　kouhou@city.karatsu.lg.jp

唐津市民活動支援センター「ステッ
プ」（りふれ内）

（☎75-2290　FAX70-2338）
からつ大学交流連携センター

（☎70-1515　FAX70-1516）

　「伝える」ために大切なこと、新しい
情報伝達ツールなどについて講義と
ワークショップを通して考えるセミ
ナーを開催します。
テ ー マ　「伝える」を考える
講　　師　
　九州大学大学院芸術工学研究院教授
　清須美　匡洋 さん
と　　き　２月22日(火)15：00 ～ 17：00
と こ ろ　唐津市民会館４階大会議室
参 加 料　無料
申 込方法　広報公聴課までEメール・

電話・ファックスのいずれかで申し
込んでください。（住所・氏名・電話
番号・Ｅメールをお知らせください）

対 象 者　地域で仲間を広げたい高齢者
と　　き　３月12日(土)10:00 ～ 12:00
と こ ろ　高齢者ふれあい会館りふれ
講　　師
　九州大学人間環境学研究院准教授
　岡　幸江　さん
　（専門分野：社会教育学）
受 講 料　無料
定　　員　30人（先着順）
申込方法
　 ファックス、または電話でお申し込み

ください。（氏名、住所、電話番号を明記）
申し込み先　 唐津市民活動支援センター

「ステップ」

　唐津市の小学生、中学生が日ごろ考
えていること、感じていることを意見
発表します。唐津市の未来を担う子ど
もたちの思いを受け止め、共に育つ機
会にしたいと思います。
　小・中学生、保護者、青少年育成関
係者、市民の皆さん、ぜひご来場くだ
さい。
と　　き　２月13日（日）
　　　　　受付13:30　開会14:00
と こ ろ　高齢者ふれあい会館りふれ
発 表 者　 市内各地区代表の小・中

学生23人（予定）
参 加 料　無料
主　　催　唐津市青少年育成連絡協議会

第１回　唐津市青少年意見
発表大会を開催します
唐津市青少年支援センター（☎74-1737）

マーケティング戦略講座参加者募集
商工振興課　
☎72-9141　FAX72-9182
Eメール　shoukou@city.karatsu.lg.jp

対 象 者　企業経営者
テ ー マ　異業種コラボによるマーケティング戦略
講　　師
　九州大学ベンチャービジネスラボラトリー准教授
　五十嵐　伸吾 さん
と　　き　２月23日（水）14:30 ～ 17:00
と こ ろ　唐津市民会館４階大会議室
参 加 料　無料
申 込方法　商工振興課まで、Eメール・

電話・ファックスのいずれかで申し
込んでください。(住所・氏名・電話
番号・Eメールをお知らせください)

職業訓練受講生募集
(平成23年４月期)
(独)雇用・能力開発機構佐賀センター

（☎0952-26-9516）

定 　　員　テクニカルオペレーショ
ン 科(18人)、機 械 加 工 技 術 科(12
人)、金属加工科(18人)、電気設備科
(18人)、住宅リフォーム技術科(18
人)、建築ＣＡＤ科(24人)

申込期限　３月２日（水）
入 所 日　４月５日（火）
訓練期間　６か月
訓練時間　9:30 ～ 15:40
※ 機械加工技術科のみ9:30 ～ 16:40授業の

日および企業実習（１か月）があります。
受 講 料　無料（ただし、教科書代などは必要）
申し込み先　最寄りの公共職業安定所
応 募資格　雇用保険受給資格者およ

び求職者。職業安定所または雇用・
能力開発機構佐賀センターで相談
のうえ応募してください。

※毎月職業訓練説明会を実施しています。 

いきいき健康初心者無料ボウリング教室　受講生募集
唐津市ボウリング協会（ファズボウリングセンター内）　☎73-7311

対 象 者　初心者（マイボール所持者を除く）
と　　き　２月22日～３月22日の毎週火曜日13:30 ～ 15:00(全５回)
と こ ろ　ファズボウリングセンター
受 講 料　無料（ゲーム代・シューズ代ともに）
定　　員　20人（先着順）
申込期限　２月18日（金）　※電話で申し込んでください。

平成23年度佐賀県高齢者大
学唐津校学生募集
(財)佐賀県長寿社会振興財団 

（☎0952-31-4165）
唐津市老人クラブ連合会事務局

（☎70-2340・担当押久保）

受講期間および開校日
　平成23年４月～平成25年３月
　（２年間・年間30日）
と こ ろ　高齢者ふれあい会館りふれ
応 募資格　県内在住で、60歳以上(昭

和26年４月１日以前に生まれた人)
の、学習に熱意があり、卒業後は、地
域のリーダーとして活動できる人

手 数 料　入学金10,000円
　　　　　受講料15,000円（年額）
　　　　　教材費10,000円（年額）
定　　員　 唐津校55人（定員を超え

た場合は、抽せんします）
申込期限　３月15日（火）
入学案内および入学願書
　 高齢者支援課、各支所市民福祉課、公

民館および老人クラブ連合会事務局
（りふれ２階）に準備しています。

唐津市民活動支援センター
からつ大学交流連携センター　共催
シニア市民公開講座「地域で仲間
を広げたい貴

あ な た

方へ」受講者募集
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対 象 者　市民および医療･福祉関係機関
テ ー マ　防ごう高齢者虐待！
　　　　　～虐待の視点と対応について～
講　　師　弁護士　江越　正嘉　さん
と　　き　２月18日（金）13:30 ～ 15:30
と こ ろ　唐津市文化体育館

　みなさんの生命と財産を守るため、防災
関係機関連携のもと、訓練を実施します。
内　　容　・消火および中継送水訓練
　　　　　・空中消火訓練
　　　　　・避難広報･誘導訓練　　など
と　　き　２月27日(日)10:00 ～ 11:30
と こ ろ　厳木町広瀬（広瀬グラウンド周辺）
参加機関
　 陸上自衛隊・厳木消防団・相知消防団・

唐津市（消防本部・厳木支所）

　市内に在住し、市内の小・中学校に通う
児童・生徒がいる世帯で、生活に困窮して
いる世帯（生活保護世帯と同程度、生活に困
窮していると認められる世帯）に対し、学用
品費などを援助する制度があります。
　詳しくはお問い合わせください。
援助の内容
・新入学児童生徒学用品費（新１年生）
・学用品費
・給食費
・ 医療費（学校保健法に規定されている疾病の治療に要する費用）
・修学旅行費
・校外活動費

一般機械器具製造業関係
　750円(1時間) ※H22.12.29から
電気機械器具製造業関係
　713円(1時間) ※H22.12.26から
陶磁器・同関連製品製造業
　643円(1時間) ※H22.12.19から
※ 精皆勤手当、通勤手当、家族手当および時

間外手当は算入されません。

平成22年度大規模林野火災消防
演習を行います

就学支援制度をご存じですか

高齢者虐待防止に関する講演会を開催します

佐賀県最低賃金(産業別)が改正されました

消防本部警防課（☎72-4148）

学校教育課（☎72-9158）
各支所総務教育課、各小･中学校

地域包括いきいきセンター（☎72-9191）

佐賀労働局（☎0952-32-7179）

　市交際費とは、円滑な行政運営を図るために、市長が市を代表して行う外
部との交際に要する経費です。
　今回は、平成22年10月～ 12月分を公表します。

平成22年10月～ 12月分市交際費支出状況
項�目 区�分 件数 金�額(円) 項�目 区�分 件数 金�額(円)

弔　慰 今期分 17 245,000 接　遇 今期分 2 65,730
累　計 35 571,000 累　計 10 215,125

見　舞 今期分 0 0 会　費 今期分 11 57,000
累　計 0 0 累　計 38 191,000

御　祝 今期分 2 20,000 その他 今期分 1 5,040
累　計 4 40,000 累　計 4 19,380

賛　助 今期分 3 3,150 合　計 今期分 36 395,920
累　計 11 27,350 累　計 102 1,063,855

※「今期分」とは、平成22年10月～12月の合計額。「累計」とは、平成22年４月からの合計額です。

【用語解説】
弔　慰…市政関係者およびその親族に対する香典、供花などに係る経費
見　舞…市政関係者の病気、災害などの見舞いに係る経費
御　祝…記念行事、式典、祝賀会などに際してのお祝いに係る経費
賛　助…各種大会、新聞などの特別企画などで公益性のあるものへの賛助
接　遇…来客、市政関係者との懇談、土産、記念品などに係る経費
会　費…円滑な市政運営に資する会議、会合、研修会への参加に係る経費
その他…上記の区分に掲げるもの以外に係る経費
※「その親族」とは、配偶者のほか同居の親族に限る。

　国土交通省では、迅速なリコールの実施やリコール隠しなどの防止のた
め、皆さんの車に発生した不具合情報を収集しています。
　車に不具合が発生したときには、「自動車不具合情報ホットライン」へ
情報をお寄せください。

市交際費を公表します

自動車の不具合情報をお寄せください

秘書課(☎72-9114)

フリーダイヤル0120-744-960（平日・日中）、自動音声03-3580-4434（年中無休･24時間）
ホームページ　http://www.mlit.go.jp/RJ/

人権について考えてみませんか
詳しくは　人権・同和対策課（☎７２−９１２５）

　世界人権宣言が国連総会で採択されて、今年で63年を迎えます。
　人権とは、人間が人間らしく幸せに生きる権利であり、すべての人が生
まれながらに等しくもっている権利です。しかし、現実の社会では、偏見や
差別によって傷つき苦しみ、生きづらさを感じている人が数多くいます。
全国的には同和地区を調査するという悪質な差別事象が発生しています。
また、新たな課題としてインターネットの急速な普及を背景に、電子掲示
板上において、実名を隠して他人を差別するという人権侵害があります。
　市では、平成21年４月に「唐津市人権教育・啓発基本方針」を策定し、同
和問題、女性、子ども、高齢者、障害者、外国人などに関する人権問題の解決
を目指しています。
　今後も、すべての人が尊重される差別のない社会を実現するために、市民
一人ひとりの人権意識が高揚する人権教育・啓発に取り組んでいきます。
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２月

※リレーナイター場外発売（12R終了後発売）
　１日～６日（若松オール女子）、７日～９日（蒲郡一般）、
　10日～ 14日（若松一般）、15日～ 20日（蒲郡一般）、
　22日～ 23日（丸亀一般）、２月24日～３月１日（GⅢ若松新鋭リーグ）
●青字は三日月のみで発売
●赤字はドリームピットのみで発売

GⅠ平和島周年記念場外発売 １日～６日
日本財団会長杯 ５日～９日
GⅠ住之江周年記念場外発売 ７日～９日
GⅠ住之江周年記念場外発売 10日～ 12日
スポーツニッポン杯 13日～ 17日
GⅠ芦屋周年記念場外発売 15日～ 20日
GⅠ琵琶湖周年記念場外発売 22日～ 27日
BOAT RACE振興会会長賞競走第２回テレボートカップ
 24日～ 28日

ボートレースからつ
携帯サイト

毎週　火曜日・木曜日(祝日を除く)
時間：午後７時まで
取�扱業務　住民票の写しの交付/印鑑登録
証明書の交付/戸籍謄本(全部事項証明)･
抄本(個人事項証明)の交付/戸籍届出受付
　※�転入・転出の届出や、印鑑登録・パス

ポート申請などはできません

予約受付時間　月〜金(祝日を除く)��9:00〜16:00
受取時間　月〜金(祝日を除く)17:15〜20:00
　　　　　土･日･祝日　　　　�9:00 〜 12:00
受取場所　予約をした本庁･支所の当直室
受け取れる証明書　住民票の写し
　　　　　　　　　(本人または同一世帯の人)
　　　　　　　　　印鑑登録証明書(本人)

詳しくは　市民課(☎72-9120)

電話予約で時間外に受け取れます

市民課窓口を延長します

近代図書館（☎72-3467）
相知図書館(☎62-4194)

休館日

２月  ２日(水)
 ７日(月)
11日(金･祝)
14日(月)
21日(月)
28日(月)

納税のお知らせ

口座振替日:２月28日(月)

平成22年度
市･県民税　固定資産税　国民健康保険税

第９期納期限

２月28日 (月)
忘れずに納めましょう

お近くのコンビニでも納付できます
夜間納税相談(税務課/☎72-9188)

２月10日(木)・24日(木)　午後７時まで

宝くじ助成で設備の整備を行いました

星空へ★ようこそ
ところ／唐津市少年科学館(二タ子３丁目・浄水センター３階)

★観 望 会　時間／ 18:00 ～ 20:00（入館は19:30まで）
２月11日(金・祝)　�月、冬の星座など
２月18日(金)　　　�冬の星座など
２月25日(金)　　　�冬の星座など

★プラネタリウム（無料）
毎週、水曜日〜日曜日／①10:00 〜　②13:30 〜　③15:00 〜

詳しくは　唐津市少年科学館 (☎75-5855)

鳴神温泉ななのゆ休館のお知らせ
温泉施設工事のため次の日程で休館します。
休館日　２月１日（火）～４日（金）
※２月５日（土）は平常どおり営業します。

詳しくは　
地域支援課（☎72-9220）

本町自主防災会
　初期消火設備　２か所
　消防ホース等備品

詳しくは　
生涯学習課（☎72-9159）

菖蒲自治会
　菖蒲公民館

　この助成は、（財）自治総合センターがコミュニティの健
全な発展と宝くじの普及・広報を目的として、コミュニティ
活動に必要な備品の整備に対して行っているものです。
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《相知》 相知路を駆けるロードレース
　第48回相知ロードレース大会が12月５日、相

知支所前スタートで開催され、10㎞・５㎞・３

㎞・２㎞・ジョギングの部の５種目に市内外か

ら総勢533人が参加し健脚を競いました。

　メインの10㎞をはじめ各種目とも白熱した

レースを展開。ジョギングの部では親子連れな

どがマイペースで走りを楽しみました。

　レース終了後は、棚田米やこんにゃく、いちご

などの地元産品が当たる抽せん会が行われ、会

場では番号が発表されるたびに歓声が上がって

いました。

《厳木》 平和の森の音楽会
　12月23日、

うつぼぎ

木小学校６年生によるミュージカル「平

和の森の音楽会」が厳木コミュニティセンターで上演さ

れました。

　熊本総合舞台芸術舎の迫田孝二さんから指導を受けた

児童たちは、「10年後の未来の同窓会」から突然「佐用姫

伝説」の真っただ中にタイムスリップするという不思議

な物語を熱演。大勢の観衆に緊張しながらも見事に役柄

を演じ切った児童たちは、達成感に満ち溢れた笑顔で拍

手に応えていました。

《浜玉》 子も走った師走

　12月５日、第21回浜玉町小学生駅伝競走大会

と第14回浜玉町小学生持久走大会がひれふりの

里グラウンド周辺で開催されました。

　当日は、12月には珍しい陽気の中、浜玉町内

の小学生約180人が健脚を競いました。

　保護者や地元の人たちの熱い声援を受けなが

ら一生懸命にゴールを目指した子どもたちは、

見事に全員完走し、充実した表情を見せてくれ

ました。
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《北波多》 つきたてのお餅おいしいね！
　12月16日、若竹保育所の園児が餅つきを行いました。
　今回使用されたもち米は、北波多小学校５年生が農業体験
でもみから栽培したお米をもち米と交換し、北波多地区内の
保育園に配布したものです。

　大好きなおじいちゃん、おばあ
ちゃんに手伝ってもらい、ペッタ
ンペッタン餅をつき、片栗の白い
粉を手につけて丸め、お昼ご飯に
いただきました。
　園児は「お餅は柔らかくて気持
ちいい」と笑顔いっぱいでした。

《肥前》 色々餅つき体験
　12月18日、「ふれあい自然塾ひぜん」で、特別体験プログ
ラムとして色々餅つき体験が開催されました。
　これは、米が少なかった時代の餅つきを再現したもので、
21人の参加者は、ヨモギの入った草餅、さつま芋の入った芋

餅など日持ちがして栄養価の高い
おいしい餅作りを体験しました。ほ
とんどの参加者が草餅や芋餅作り
は初めてで、講師の指導を受けなが
ら皆で協力して作業を行い、つきた
ての餅を味わいました。

《唐津》 唐津幼稚園で餅つき
　12月21日、唐津幼稚園で恒例の餅つきが行われました。こ
れは、日本の伝統的な風習を経験し、力を合わせることの大
切さを学び、つきたての餅の温かさや感触を味わってもらお
うと毎年行われているものです。

　園児たちが小さなきねを使い餅つ
きに挑戦すると、周りの園児たちや保
護者からは「よいしょ、よいしょ」など
と掛け声がおきていました。
　保育室では、つきあがった餅を園児
らが顔や手を真っ白にしながら丸め、
おいしそうにほおばっていました。

《七山》 お正月の準備
　12月25日、七山公民館で「福祉ワーク教室」が開催されま
した。
　七山地区の小学生が参加し、社会福祉協議会七山支所や老
人クラブの皆さんの指導により、正月用のしめ縄ミニ門松作

りに挑戦しました。ほとんどの
児童が初めての経験でしたが、
指導者に手取り足取り教わりな
がら頑張って作り上げました。
　出来上がったミニ門松は七山
の一人暮らしの高齢者などにプ
レゼントされました。

《呼子》 呼子朝市のクリスマス
　11月16日から12月26日まで、イカすクリスマスツ

リーが朝市通りの憩いの広場に登場しました。

　高さ５メートルのツリーに飾られた真空パックのイ

カやアジは、１人１枚持ち帰る事ができ好評でした。ま

た、12月５日には、呼子の特産品や食事・宿泊の利用券

など豪華賞品が当たる“朝市サンタのプレゼント抽せん

会”が行われ、訪れた人を楽しませました。

　イベント期間中、朝市通りはサンタに扮
ふん

した出店者と

買い物をする観光客や地元の人でとても賑
にぎ

わいました。

《鎮西》 サンタさんがやってきた！
　12月24日、鎮西町青年団による「サンタ大作戦」が行

われ、サンタさんは子どもたちに、お父さんお母さんか

ら預かったプレゼントを届けました。

　子どもたちは、突然現れたサンタクロースにビックリ

した様子でしたが「本当にサンタさんがやって来た！」

と喜んでいました。子どもたちはサンタさんに「また来

てね」と声をかけ、来年の再会を期待しました。
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開始時間 放送内容

避難所案内

5:00 唐津市ニュース

6:00 各課からのお知らせ

7:00 唐津市ニュース

8:00 各課からのお知らせ

9:00 前週の特集番組再放送

11:00 各課からのお知らせ

12:00 唐津市ニュース

13:00 特集番組

15:00 各課からのお知らせ

16:00 特集番組

18:00 各課からのお知らせ

19:00 唐津市ニュース

20:00 特集番組

22:00 唐津市ニュース

23:00 各課からのお知らせ

24:00 唐津市ニュース

1:00 前週の特集番組再放送終了後避難所案内
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人 の 動 き （１月１日現在）

人口　130,706人(△88)　　男　61,654人(△72)　　女　69,052人(△16)　　世帯　48,674世帯(△34)

　厳木町広瀬にあ
る 天 山 神 社 に は、
12個の青銅鉢が古
くから伝えられて
います。これは年に
一度、12月の祭礼
で供物（生米）を盛

る器として今日まで使用されています。
　鉢の側面には、３条の紐帯が巡り、その紐帯の下には

「上松浦広瀬天山宮」と線刻しています。口径は17.5㎝
～ 17.9㎝、器高は6.5㎝程で、青銅鉢の底にはそれぞれ
年号と寄進者の名前が線刻されています。12個のうち
９個は「宝徳元年11月」（1449年）、２個は「天正16年」

（1588年）、１個は「寛政12年」（1800年）の紀年銘が刻
まれています。宝徳期のものは、「諸岳照」「道源」「法心」

「道秀」「用永」「妙性清」が寄進者となっており、修験道
を修める山伏と考えられます。
　天正期の２個は対をなしており、獅子城主鶴田上総介
賢が補充寄進したものです。寛政期のものは「施主竹下
弥七」と刻まれています。
　鉢の形状、制作方法はほぼ同じです。惣型で造られた
鋳物で、全体を一緒
に鋳込んで造られ
ています。このよう
な年号が記された
金属器は少なく、こ
の青銅鉢は県内で
も最古級のもので
す。

□問 文化課(☎72-9171)

ふるさとの文化財巡り○25

県重要文化財　「青銅鉢」
（指定年月日：昭和58年３月22日）

※都合により番組および時間を変更して放送する場合があります。

１月31日～２月６日  市民公開講座「がんと上手に付き合
う方法」

 【再放送】 唐津市成人式ダイジェスト

２月７日～２月13日 シャンデリアコンサート～海を想う～
 【再放送】  市民公開講座「がんと上手

に付き合う方法」

２月14日～２月20日 食品の安全啓発ビデオ
 【再放送】 シャンデリアコンサート
 　　　　 ～海を想う～

２月21日～２月27日  唐津学「幕末の唐津藩士、坂本龍馬と
唐津」

 【再放送】 食品の安全啓発ビデオ

２月28日～３月６日  唐津市中心市街地活性化基本計画認
定記念セミナー

 【再放送】  唐津学「幕末の唐津藩士、
坂本龍馬と唐津」

チャンネルからつ番組表 特集番組
（番組編成の都合により、放送できない場合があります。
  ご了承ください。）

唐津市ニュース
は、耳の不自由
な人のために、
文字テロップ付
きで放送してい
ます。

各番組の終了後
は、「 お 知 ら せ
文字放送」を放
送します。

広瀬集会所

天山神社
佐用姫の湯

道の駅厳木

厳木コミュニ
ティセンター

□問 広報公聴課(☎72-9189)

災害情報メールを配信しています
　市では災害情報（火災情報・気象情報など）を
お知らせするメールを配信しています。メール受
信にかかる通信料は自己負担となりますが、登録
料、情報料は無料です。
　登録は携帯電話およびパソコンから行うこと
ができます。
▼パソコンからの登録
　http://www.city.karatsu.lg.jp
▼携帯電話からの登録
　http://www.city.karatsu.lg.jp/m

　バーコード読み取りに対応した
機種では、右のＱＲコードを読み込
んでください。
●注意点
・ 受信可否設定をされている人は admin@karatsu-city.jp

からのメールを受信できるように設定してください。
・ メールアドレスを変更した場合は、再登録を

行ってください。
・ 災害情報メールは送信用ですので、返信されて

も回答できません。

配信
無料

24市報からつ　平成23年２月号


